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研究成果の概要（和文）：果物野菜アレルギーは成人では頻度が高く、花粉アレルギーが原因となり発症するこ
とが多いと考えられている。しかし、果物野菜アレルギー患者の、原因花粉―症状誘発食物―誘発症状に関して
多様性に富んでおり、さらに、その三者は関連も複雑である。
この研究では、大規模な症例数の当該患者の臨床情報とアレルゲンコンポーネントに対する血液IgE抗体価検査
の結果を解析することにより、PR-10、 Profilin, GRPという三つのアレルゲンに対するIgE保有状況によりこの
多様性が説明できることを明らかした。

研究成果の概要（英文）：Fruit and vegetable allergies, which are common in adults, are often caused 
by pollen allergy. However, there is a great diversity of causative pollen, the types of food that 
induces symptoms, and the allergic symptoms that are induced by food ingestion in patients with 
fruits and vegetables allergy.
In this study, we analyzed the clinical information of a large number of patients and the results of
 blood IgE antibody test to allergen components. We found that the diversity of clinical 
presentation of patients with fruit-vegetable allergies are well-explained by sensitization to three
 allergen components of PR-10, profilin, and GRP.

研究分野： アレルギー

キーワード： 食物アレルギー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
果物野菜アレルギーの複雑性が、三つのアレルゲンコンポーネントへのIgE保有状況の評価を行うことにより、
容易に理解できることが明らかになった。この知見は果物野菜アレルギー患者さんの生活指導や食事制限を行う
上で極めて重要な情報である。また、本研究から三つのアレルゲンによる病態の原因となる花粉も明らかになっ
たため、アレルゲン免疫療法などの当該疾患に対する根本的治療を行うときにも重要な情報も得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
食物アレルギーは、重篤な場合はアナフィラキシーを来しうる潜在的に致死性の即時型アレル
ギー反応であり、死の恐怖と隣り合わせで日常生活を送る患者のみならず、患者を抱える社会に
対しても多大な負担を強いる。その対策は本邦のみならず世界的な公衆衛生上の重大な課題の
ひとつである。 
成人食物アレルギーの原因食物としては果物野菜によるアレルギーの頻度が極めて高い。果物
野菜アレルギー発症の主要な原因は、それらの果物野菜を多量に経口摂取して経口感作された
ことではなく、最初に花粉アレルゲンに対するアレルギーがあり、そのアレルゲンと交差反応性
を示すタンパクアレルゲンを含有する果物野菜に、交差反応の結果として食物アレルギー症状
を来すことであることが明らかになっている。特に近年の分子生物学の進歩により、花粉や果物
野菜中のアレルゲンタンパクが同定され、そのアミノ酸配列の互い相同性に基づき、アレルゲン
どうしの臨床的交差反応が説明できることが明確になっている。 
 果物野菜アレルゲンの同定を目的にした研究報告は多くなされて発表されてきているが、多
くの研究報告は、一つの食物を対象にしてアレルゲンを同定するという各論的な研究報告であ
る。しかしながら、実際の患者は通常は多種の食物に同時に反応し、その誘発症状も口腔粘膜に
限局したもの（いわゆる口腔アレルギー症候群）からアナフィラキシーまで様々である。さらに、
本邦で問題になる花粉種は主なものだけでもスギ（ヒノキ）、イネ科、カバノキ科、ブタクサ、
ヨモギの 5 種が存在し、実地臨床では、個々の患者が異なった花粉種、食物種に対して反応し、
その反応パターンは極めて多様である。しかしながら、これまでの研究報告はこのような果物野
菜アレルギー患者集団の原因花粉―症状誘発食物―誘発症状―重症度の組み合わせの多様性を
十分に記述できていなかった。このような多様性の理解は患者治療管理上極めて重要な情報で
ある。 
本研究は、多くの花粉・食物アレルゲンへの IgE 抗体保有状況と抗体価を網羅的に同時に測

定することにより、合併感作状況や臨床的反応性を互いとの関係を加味しながら総合的に評価
し、クラスター解析など統計学的な手法を用いることにより臨床疫学的観点から、果物野菜アレ
ルギーの臨床的亜型を同定して記述することを目的とする。実地臨床ではこのようなマクロ視
的な研究データこそが求められており、本研究は果物野菜アレルギーを対象に、網羅的解析を行
うという点で新規性がある。 
 
２．研究の目的 
 
果物野菜アレルギー患者における、果物野菜アレルゲンとその関連花粉アレルゲンへの網羅的
感作プロファイル解析を行い、臨床疫学的なアプローチによってその病態を明らかにすること
を目的とする。すなわち、大規模な症例数の成人果物野菜アレルギー患者における、多種の果物
野菜、花粉アレルゲンタンパクへの IgE 抗体価を測定する。さらにその結果と、症状誘発食物、
その重症度との関係を評価し、クラスター解析等の統計学的な手法を用いて果物野菜アレルギ
ー集団の亜型分類を行う。また、果物野菜アレルギーにおける既知の 3 大アレルゲンタンパク
として知られる PR-10、Profilin、LTP 以外の重要アレルゲンタンパクを同定する。このような
研究によって、個々の果物野菜アレルギー症例の、原因花粉―誘発食物―誘発症状―疾患重症度
の関係をより明瞭に理解できるようになる。 
 
３．研究の方法 
 
対象： 
2008-2015 年から国立病院機構相模原病院食物アレルギー専門外来を受診した連続した患者 
 
網羅的血清 IgE 抗体測定： 
 以下の 15 種のアレルゲンに対する特異的 IgE 抗体価を測定した（ImmunoCAP 法）。 
① 花粉由来アレルゲンコンポーネント 
オオアワガエリ（rPhl p 1, rPhl p 5, rPhl p 12）、ブタクサ（nAmb a 1）ヨモギ（nArt v 1）
シラカンバ（rBet v 1, rBet v 2, rBer v 4）、スギ（Cry j 1） 
② 食物由来アレルゲンコンポーネント 
モモ（rPru p 1, rPru p 3, rPru p 4, nPru p 7） 
③ その他（MUXF3-CCD, Hev b 6.02） 
 
臨床情報データベース作成： 
 カルテレビューにより、各種花粉や食物による Skin prick test 膨疹径、各種食物摂取時の誘
発臨床症状や現在の摂取状況、喘息などのアレルギー疾患の合併状況、アレルギー性鼻炎の誘発
症状季節などの情報を収集した。食物摂取時の症状は、食物ごとに、口腔に限局するアレルギー
症状（いわゆる、口腔アレルギー症候群）、皮膚症状、消化器症状呼吸器症状、血圧低下とその
関連症状、の有無について詳細に情報を得た。さらに症状が誘発される食品の形態（新鮮な食品
か、加工した食品か）についても情報を得た。 



 
統計解析： 
 上述の 15 種の抗原への IgE 抗体価結果と臨床データを用いて、解析を行った。 
 
４．研究成果 
 
175 例の果物野菜アレルギーが研究対象となった。平均年齢 37歳（Range, 15-73 歳）で女性

が 83%を占めた。喘息、アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎の合併率はそれぞれ、19%、93%、
22%であった。対象患者がアレルギー症状を有していた果物野菜の種類を図１に示した。モモに
対して症状を有しているものが 70％以上を占めて最も頻度が高かった。図２に花粉の粗抽出抗
原に対する IgE 抗体価の陽性率を示した。どの花粉に関しても一般集団より明らかに感作率が
高く、この患者集団が花粉感作とよく関係した集団であることをうかがわせる。 
図３に各種アレルゲンコンポーネントへの IgE 陽性率を示す。花粉や食物中の PR-10 に対して
は陽性率は 70％と極めて高く、Profilin は 30%程度、Pru p 7(Gibberellin-regulated protein, 
GRP)は 19％であった。PR-10, Profilin, GRP がわが国の果物野菜アレルギーにおける 3大重要
アレルゲンである実態が明らかになった。 
 感作状況と臨床症状の関係を解析する（表１）と、PR-10 感作はカバノキ科花粉をベースにし
て発症しており、バラ科果物やマメ類への口腔症状(Oral allergy syndrome, OAS)に関連して
いた。Profilin 感作はイネ科花粉症をベースにして発症しており、ウリ科果物等幅広い種の新
鮮な果物野菜への OAS に関連していた。GRP 感作はバラ科や柑橘系果物への眼瞼腫脹や食物依存
性運動誘発アナフィラキシー（Food-dependent exercise-induced anaphylaxis, FDEIA）と関係
していた。PR-10 と Profilin 間には重複感作の頻度が高かったが、GRP に関しては重複感作はさ
ほど多くはなかった。 
 
 本研究により、わが国の果物野菜アレルギーの多様性が明らかになった。その多陽性の主な規
定因子は PR-10, Profilin, GRP の三つのアレルゲンへの感作であることが明らかになった。こ
れら三つのアレルゲンへの感作状況の把握により、果物野菜アレルギーの複雑な臨床像の理解
が容易になる。 
 
 
図１ 対象患者がアレルギー症状を有していた果物野菜の種類 

 

 
 

  



図２ 花粉粗抽出抗原とモモに対する IgE 抗体価陽性率 

 
 
図３ 花粉・食物由来アレルゲンコンポーネントへの IgE 抗体陽性率 

 
 
表１ アレルゲン感作と臨床像との関係 
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